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省 令
0大 学 院 設 置基準の 一部を改正する省令
（ 文部34 )
0学位規則の 一部を改正する省令 （ 同3 5 )
0学校教育 法施行規則の一部を改正する省
令 （ 同 3 6 )
規 則
0人事院規則 9 -80 （扶養手 当） の一部を
関
A品号ー
係
9 ・ 1
9 . 1 
9 ・ 1
品比
ーテ 内
報 第311号
法 ..6』守宮
改正する人事院規則（ 人事院 9 - 80 1 ) 
� 7'ユ、
0大学院の入学 に 関 し ， 修士の単位を有す
る者と同等以上の学力があると認められ
る者を指定する件 （ 文部118)
o 平 成 2 年度科学研究費補助 金の計画 調 書
の提出期 間を定める件 （ 同 12 5)
規 員リ
9 ・ 1
9 ・ 1
9 ・ 5
富山大学人文学部規則の一部改正
富 山大学人文学部規則の一部を改正する規則を次のとお り制定する。
平成 元年 9 月 22日
富山大学人文学部規則の一部を改正する規則
富 山 大学 人文学部規則 （ 昭和 52年 5 月 16日制定）の
一部を次の よ う に 改正する。
第 5 条中
「 人 文学科 必修科 目 6 単位， 選択必修科 目 4 単位を
含め計76単位以上」 を
「人文学科 選 択必修科 目 6 単位を含め 計76単位以
上」 に ，
「語学文学科 必修科 目 2 単位， 選 択必修科 目 4 単位
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を含め計76単位以上」を
「語学文学科 選択必修科 目 2 単位を含め 計76単位
以上」に 改める。
別表を次の よ う に 改める。 （ 別添のとお り ）
附 則
1 この規則は， 平成元年10 月 1 日から施行する。
2 この規則施行前 の専門教育 課程移行者 に ついては，
な お従前の例に よ る。
平成元年10月1日発行
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別表
授 業 科 目 及 び 単 位 数
人文学科
授 業 科 目 単位数 授 業 科 目 単位数
哲 ナ,llら 概 ゴ日ム間 4 西 洋 古 典 三ロ五口 4 
西 洋 哲 学 史 概 説 I 6 史 ふ→と ら一 概 二ロE岡� 2 
西 洋 哲 学 史 概 説 II 6 考 古 学 概 三日きえ間λ 4 
哲 十主以， 特 殊 講 義 6 考 古 寸A且 ．ー 特 殊 講 義 18 
西 洋哲 学 史特殊講義 6 考 古 品ナ且． j寅 習 4 
哲 ナ』ム i寅 習 4 考 古 寸A且ー． 議 主主 2 
西 i羊 哲 旦寸らー 史 j寅 習 4 地 史 ぶ寸且．ー 2 
哲 且寸ιc. 講 三面〕d図L 4 考 古 守会主主一． 実 習 4 
西 洋 哲 弓会主主一． 史 講 エ日土冗 4 人 文 1也 理 寸� 概 吾日メ間ミ 4 
てロ，;c問>. 理 ：主子L. 2 人 文地理学特殊講義 14 
倫 理 A寸＇んー 4 人 文 1也 理 学 j寅 習 3 
美 A寸iぇ ．ー 2 人 丈 地 理 十＂＇ι 議 面売 4 
万’三二t・ 教 主ー立「， 4 I也 舌u，土u、 兵寸三 ん- 4 
1L 、 理 A寸iゐ」 4 人 文 t也 理 且寸らー 実 習 5 
比 較 J回じA 、 �宇じ田4、 4 丈 化 人 要員 且寸ιー 概 王両子i問>. 4 
日 本 盟、 ホ＂こ目ρ 史 2 文化 人 類学特殊講義 14 
東 j羊 里、 本，t斗目、 史 4 文 化 人 実買 品寸ιー f寅 習 5 
日 本 史 t既 言見 6 丈 化 人 実買 且寸孟，ー 講 己売 4 
日 本 史 特 殊 講 義 8 自 鉄 人 業員 ＝会主子主． 2 
日 本 史 A十,,, j寅 習 8 民 イ谷 学 2 
古 文 書 学 r寅 習 4 文 化 人 類 十Aム£． 実 習 3 
日 本 史 史 科 講 面売 2 仁三3 言ロ五口 1主子具． 概 吾日i間b、 2 
史 寸,UL ，ー 史 2 言 三ロ五ロ 戸寸且A， 特 殊 講 義 22 
東 i羊 史 概 説 6 E王 圭ロ五口 主寸主£ー， j寅 習 8 
東 j羊 史 特 殊 講 義 10 音 ＝戸三＝ 十，，，ん I 2 
東 i羊 史 寸Aとんー j寅 習 10 3日'z: 七F五ロコア ナAよら II 2 
東 j羊 史 史 料 講 エE冗コk 2 三Eコ' 三口五口 A十,,, 実 験 2 
西 i羊 史 概 説 6 文 化 ＋再 1、豊旦主 慨 壬日£間〉． 4 
西 �$ 史 特 殊 講 義 8 文 化 構 造 特 殊 講 義 12 
西 i羊 史 Aナiら j寅 習 6 文 fじ 構 1、必主二 J寅 習 5 
西 j羊 史 史 料 講 言売 2 丈 化 構 造 講 ニ＝白ヰr川オ亡: 4 
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生 活 丈 化 史 4 博 物 自官 実 習 3 
美 宇野 史 2 キ土 � 教 育 概 吾員ぷ同込 2 
法 市l] 史 2 教 育 原 理 2 
ォ王 i斉 史 2 視 聴 片見且． 教 育 2 
思 本dじ目の 史 2 言十 算 機 実 習 1 
博 物 館 学 4 卒 業 －日t間' 文 10 
備考 他学部の専門教育科 目 （教職に 関する専門科 目 を 除 く 。） のうちから選択履修 したものも 自 由選択科 目 と して，
卒業に必要 な 単位数に 数えるこ と ができる。
語 学文学科
授 業 科 目 単位数 授 業 科 目 単位数
国 圭日五目 戸ナ主ゐ 概 エ.t問 2 中 国 文 学 特 殊 講 義 6 
国 三ロ五口 主寸以A． 特 殊 講 義 8 中 国 三ロ五口 ム寸旦一， j寅 習 4 
国 文 t寸z，ー 特 殊 講 義 8 中 国 文 よ寸三ん� i寅 習 6 
国 圭ロ ロ;_ 寸』ム- i寅 習 6 中 国 三ロ五口 学 議 二量冗金 4 
国 文 寸，».ιー i寅 習 6 中 国 文 会寸且ー ． 議 去面J三I宅; 6 
国 圭ロ五ロ 寸ム主ιー 講 吾員】会じ 4 中 国 文 主寸主＇： 史 6 
国 文 寸品ゐ」 講 言売 4 中 国 語 会 話 作 文 6 
国 雪日五ロ 史 2 中 国 思 itよ目A、 史 4 
国 文 A寸iιー 史 8 英 吾ロ五ロ 寸..，，ー． 特 殊 議 義 8 
書 道 史 4 英 文 学 特 殊 講 義 8 
朝 鮮 三ロ五ロ こ会子主主， 概 さ面子ぷ冊益、 4 ア メ リ カ 文 学 特 殊 講 義 8 
朝 鮮 語 学 特 殊 講 義 6 英 ロ三五ロ P寸立 ．ー 演 習 4 
朝 鮮 文 学 特 殊 講 義 6 英 文 戸寸以，ー j寅 習 4 
朝 鮮 三ロ五ロ ：主子£． i寅 習 4 ア メ カ 文 学 演 習 4 
朝 鮮 文 寸』 ゐ- i寅 習 4 英 圭ロ五 寸品以 ．ー 講 三両五7じ二 6 
朝 魚手 三ロ五ロ A寸ムらー 講 ニロヰ冗づ＂ 4 英 文 弓主主．ー 講 二”冗"" 8 
朝 鮮 文 品寸ιーー 議 号面土7じ 4 ア メ カ 文 学 講 読 8 
朝 鮮 丈 A寸 且ー， 史 6 英 呈ロ五ロ 史 2 
朝 鮮 三ロ五口 作 文 2 英 文 λ寸且a． 史 4 
朝 鮮 雪ロ五口 � 、 話 6 ア メ カ 文 寸A主£ー与 史 4 
朝 鮮 事 情 6 英 文 法 4 
朝 鮮 史 2 英 作 文 4 
中 国 三ロ五口 主寸とzー， 概 ミ画Z岡晶 4 英 �』三L 話 4 
中 国 語 学 特 殊 講 義 6 ド イ ツ 語 学 特 殊講義 8 
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ド イ ツ 文 学 特 殊 講 義 8 ロ ン ア 三ロ五ロ 史 2 
ド イ 、ソ 三口五口 品寸＇： I寅 習 4 ロ :;/ ア 文 P寸且ー． 史 6 
ド イ 、、f 丈 ザ,uιー j寅 習 4 ロ ン ア 文 法 2 
イ 、ソ 文 法 1寅 習 4 ロ ン ア 圭ロ五ロ 作 文 2 
イ 、、f 壬ロ五口 ぶ寸且，ー 講 ヨ己冗± 6 ロ ：／ ア 三日五口 �』0: 話 4 
ド イ 、ソ 丈 寸且ι- 講 ヨ函〕オ』L 6 ロ :;/ ア 事 ’情 4 
ド イ 、ソ ロ三五ロ 史 2 比 較 文 P寸＂＇： 概 三面企岡. 8 
ド イ 、、J 文 民寸主ー． 史 8 比 較 文 学 特 殊 講 義 18 
ド イ 、、l 言口五口 作 文 4 上七 車交 文 二主 子主． i寅 習 8 
イ 、ソ 呈口五口 �』:;; 話 8 上じ 較 文 学 講 言売 4 
イ 、、f 事 ’情 4 フ フ ン ス 文 学 講 読 2 
ロシア 語 ロ シ ア文学 特殊講義 12 フ フ ン ス 文 十Aム之． 史 2 
ロ シ ア語ロ シ ア 文 学 演 習 8 去や 業 弓日間ι 文 10 
ロ シ ア 語 ロ シ ア 文学 講 読 8 
備考 他学部の専門教育科 目 （ 教職 に 関 する専門科目 を 除く。）のう ち から選択履修 し た ものも 自由選 択科 目 と し て，
卒業に必要な単位 に数える ことができる。
砂 富山大学人文学部規則の改正理由
授業科目 及び単位数を整理 し ， 教育内容の充 実 を図る た め， 所要事項を改める。
富山大学理学部規則の一部改正
富 山 大 学理学部規則の一部 を改正する規則 を次のとお り 制定する。
平成元年 9 月 22 日
富山大学理学部規則の一部を改正する規則
富山大学理学部規則 （ 昭和 52年 5月 16 日 制定 ） の一
部 を次のよ うに改正する。
別表 を次の よ う に 改める。 （ 別添のとお り ）
富山大学長 大 井 信 一
附 則
1 この規則 は， 平 成 元年 10月 1 日 から施行する。
2 昭和 63年度以前 の 専門教育 課程移行者に ついて は，
な お 従前 の例 に よ る。
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別 表
数学 科
専 攻 科 目
代 数 学 I
代 数 学 演 習
代 数 学 I
代 数 学 特 論 A
代 数 学 特 論 B
幾 何 学 I
幾 何 学 I
幾 何 学 I 演 習
幾 何 学 II 演 習
幾 何 学 II
幾 何 学 特 論
位 相 数 学 I
位 相 数 学 演 習
位 相 数 学 I
複 素 解 析 学 I
複 素 解析学 演 習
複 素 解 析 学 II
解 析 学 特 論 A
解 析 学 特 論 B
解析 学 特 論 C
解析 学 序 論 I
解析学序論I 演 習
解 析 学 序 論 II
実 関 数 論 I
実 関 数論 演 習
実 関 数 論 II
数 理 統 計 学
確 率 論 I
確 率 論 II
数理統計 学 特論A
数理統計 学 特論 B
応 用 解 析 学 I
応 用 解析学 演 習
応 用 解 析 学 II
関 数解析 学 I
関 数解 析 学 II
計 算 数 学 I
計 算 数 学 II
応用 解析学 特論A
（摂lj量 学 2単位 を含
む。）
応用 解析学 特論 B
応用 解析学 特論C
数 学 講 究
百十
授 業 科 目 及 び 単 位 数
単 位 数
必4多 ｜ 選 択
2 
12 
31 
2 
1 
2 
1 
2 
1 
ワムーiワム】ワト】
ワムH nL A生
関連選択科 目
力 学
力 学 演 習
電 磁 気 学
電 磁 気 学 演 習
光 学
光 学 特 論
熱 力学 統 計 力学
熱 力学統計 力学演 習
量 子 力 学
量子 力 学 演 習
物 理 数 学
物 理 数 学 演 習
国 体 論 I
相 対 論
電 波 物 理 学
原子物理 学序 説
物 性 論 序 説
地球物理 学序 説
単位 数
AAqLA吐qb『I1iA吐1ム氏unLA吐qLAuznLnLnLワムqL
自由選 択科 目
他 学科 及 び他学部の専門教
育科 目 （ 教職科 目 を 除く。）
の うちから選択す る もの と
す る 。 た だい 専 攻科 目 の
うちからも選 択す る こ と が
でき る 。
2 
ームワ白
4ム
2 
円LA斗AA吐A苛
専攻科 目 の選 択科 目
の うちからも選択す
る こ と ができ る 。
12
2242
1
22
26 
2 
4 
75 計 47 
卒業に 必要な単位 数
専攻必修 31単位（ 数学講究1 2単位 含む。） ， 専 攻 選択 31単位， 関連選択10単位 ， 自由 選択 4単位 ，
合計76単位
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物理学科
専 攻 科 目
熱 力学 統 計 力学
熱 力学統計 力学 演 習
固 体 論 I
低 温 物 理 学磁半
導
’性
体
物 性 論 序 説
量 子 力 学
量子 力 学 演 習
物 理 数 学
物 理 数 学 演 習
量子 力 学特論
相 対 論
核 物 理 学 I
核 物 理 学 II
力 学
力 学 演 習
物 理 実 験 学
連 続 体 力 学
粒 子 線 回 折
固 体 論 II
原 子物理 学序説
電 磁 気 学
電 磁気 学 演 習
電 波 物 理 学
電 子工学概論
電 波 天 文 学
光 学
光 学 特 論
レ ーザ 一理 論
基 礎科 学 実 験I
基 礎科 学 実 験日
基 礎科 学 実 験I I
物理 学 基 礎実 験
物理 学 特 別 講 義
卒 業 論 文
計
－ R 
数
一 割
一
一選
一
位
T十一 匁百／一
平
一訓
一4
1
氏V円LA宅円L
Aせ
円，，白
内L
1 2  
52 
4 
2 
1 
つ臼円L円L
A＆内LつムMTiワ＆
関 連選択科 目
幾 何 学 I
応 用解析 学 I
応 用解析学 演 習
応 用解析 学II
関 数解析 学 I
関 数解 析 学II
計 算 数 学 I
計 算 数 学 II
応用解析学 特 論 B
基 礎 物 理 化学
基 礎有 機 化学
化 学 実 験
分 析 化 学
無 機 化 学
天 然 物 化 学
基 礎 形 態 学
基 礎 生 理 学
基 礎 細 胞 学
環境生 物学序説
生 物 学 実 験
基 礎地球物理 学
基 礎 地 質 学
基 礎 地 球 化学
基 礎雪氷 学
地 球 科 学 実 験
単位数
49 
qLワ臼1i円Lq’臼つゐつム内Lりムつゐ内Lりん円L？“nLqL円LnLqL
つ心q’unLnJU円L円L
自由選択科 目
他学科 及び他学部の専門教
育科 目 （ 教職科 目 を 除〈。）
のうちから選択するものと
する。 ただい 専攻科 目 の
うちからも選択するこ と が
できる。
ワムヮ“円L内L
円LqLヮ“円，u
421 
専攻科 目 の選択科 目
のう ち からも選択す
ることカfで‘きる。1 
2 
2 
※ 
39 計
※印を付し た 物理学特別 講義の単位数は， 必要 に 応じて定める。
卒業に 必要な単位数
専攻必修52単位 （ 卒業論 文12単位含む。）， 専攻選択 10単位， 関連選択 8 単位 ， 自由選択6単位，
合計76単位
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化学 科
専攻 科 目
化 学 平 衡 論
化 学 反 応 論
物 理 化学 実 験
物理 化学 特 論I
物理 化学 特 論II
物理 化学 特 論III
物理 化学 特 別 講 義
化 学 工 学
基 礎 物 理 化学
構 造 化 学
化 学 結 合 論
構 造 化学 実 験
構造化学 特 論I
構造化学 特 論II
構 造化学 特 論III
構造化学 特 別 講 義
分 析 化 学
無 機 化 学
分 析 化学 実 験
分析化学 特 論I
分析化学 特 論I I
分析化学 特 論III
分析化学 特 別 講 義
無 機 化学 特 論
無 機 化学 特 別 講 義
化 学 実 験
脂 肪 族 化 学
芳 香 族 化 学
有 機 化学 実 験
有 機 化学 特 論I
有 機 化学 特 論I I
有 機 化学 特 論III
有 機 化学 特 別 講 義
高 分 子 化 学
基 礎有 機 化学
天 然 物 化 学
複 素 環 化 学
天然、 物化学 実 験
天 然 物化学 特 論 I
天 然 物化学 特 論I I
天 然 物化学 特 論II
天然物化学特別講 義
生 化 学
化 学 演 習
化学 特 別 講 義
卒 業 論 文
単 位 数
必イl妻 ｜ 選 択
2 
2 
3 
円L円Lつd
円Lっ“qu
12 
ワL qL 円ぺU
つLqLqJU
1 
ヮ“つ臼円L円ノ臼つ臼つ白
関連選択科 目
応 用 解析 学 I
応 用 解析学 特 論 B
物理 学 基 礎実 験
原 子 物理 学 序説
物 性 論 序 説
固 体 論 I
量 子 力 学
物 理 実 験 学
電 磁 気 学
光 学
生 物 学 実 験
基 礎 形 態 学
基 礎 生 理 学
基 礎 細 胞 学
環 境生 物学 序説
生 物 物 理 化学
遺 伝 学
環 境 生 理 化学
地 球 科 学 実 験
基 礎地球物理 学
基 礎 地 質 学
基礎 地 球 化学
基 礎 雪 氷 学
一 般 地 質 学
岩 石 学 I
陸 水 化 学
地 球 化 学
単位 数
2222246241A222222222
2 2 2 2 2 2 2 2  
自由選択科 目
他学科 及び他学部の専門教
育科 目 （ 教職科 目を 除く。）
のう ちから選択す る ものと
する。 ただし 専攻科 目の
う ちからも選択す る ことが
でき る 。
つ臼 つL つ心 ワU】
ワμワ山ヮ“？“つωつムワム
円Lつムつ臼内Lつωつム
専攻科 目の選 択科 目
のう ちからも選択す
る ことカ、で、き る 。
計 48 
？】 ワU ワ臼 ワω ワ臼
※ 
56 計 61 
※印を付し た化学特別 講 義の単位数は， 必要 に 応じて定め る 。
卒業に必要な単位数
専攻必修48単位（卒業論 文 12単位含む。）， 専攻選択16単位， 関連選択8 単位， 自由選択4単位，
合計76単位
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生物学科
専 攻 科 目
形 態 学
系 統 学
実 験 形 態 学
種 生 物 学
形 態 学 特 論
系 統 学 特 論
応 用 生 物 学
基 礎 形 態 学
形 態 学 実 験
系 統 学 実 験
臨海実験I又は野外
実験I
臨海実験I I又は野 外
実験II
生 物 学 実 験
生 理 学
生 物 化 学
生 物 物 理 化学
動 物生 理 学 特 論
植物生 理 学 特 論
基 礎 生 理 学
生 理 学 実 験
細 胞 生 物 学
遺 伝 学
植 物 発 生 学
情 報 高 分子 学
微 生 物 学
細胞生 物学 特 論
遺 伝 学 特 論
基 礎 細 胞 学
細 胞 学 実 験
遺 伝 学 実 験
生 態 学
環 境 生 理 化学
放 射 線 生 物 学
発 生 学
環 境 科 学 特 論
海 洋 生 物 学
環 境 生 物 学
環境生 物学 序説
環境生 物学 実 験
発 生 学 実 験
生 物学 特 別 講 義
卒 業 論 文
言十
単 位 数
必4多 ｜ 選択
2 
2 
1 
2 
2 
6 
4A円L
ワ臼ワω
2 
2 
円LqLqL
2 
3 
12 
52 
関 連選択科 目
2 
幾 何 学 I
応用解析学 特 論 B
物 性 論 序 説
原 子物理 学序説
熱 力学 統計 力学
量 子 力 学
物 理 実 験 学
物理 学 基 礎 実 験
基礎 物 理 化学
基 礎 有 機 化学
天 然 物 化 学
化 学 平 衡 論
化 学 反 応 論
分 析 化 学
脂 肪 族 化 学
芳 香 族 化 学
生 化 学
化 学 実 験
古 生 物 学
地 球 化 学
陸 水 化 学
基 礎地球物理 学
基 礎 地 質 学
基礎 地 球化学
基 礎 雪 氷 学
地球科 学 実 験
単位数
222
246
22
222222222 
58 
自由選択科 目
他学科 及び他学部の専門教
育科 目 （ 教職科 目 を 除く。）
のう ちから選択するものと
する。 た だ し ， 専攻科 目 の
う ち からも選択することが
できる。
ワ山 円L 円L ηL
2 
2 
2 
ヮ“円L1i11円L
1i1iワ臼1A円L
専攻科 目 の選択科 目
のう ちからも選択す
るこ と ができる。
※印を付 し た 生物学特別講義の単位数は， 必要に 応じて定める。
卒業に必要な単位数
専攻必修52単位 （ 卒 業論 文1 2単位含む。） ， 専攻選択1 2単位， 関連選択1 0単位， 自由選択 2 単位，
合計76単位
1 
1 
1 
2 
1 
※ 
3 7 計
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地球科学科
専 攻 科 目
地 殻 構 造 論
プレ ートテ ク トニ ク ス
地球物理 学序説
地 震 学
岩 石 磁 気 学
地 球 力 学
地球 周辺物理 学
地球物理 学 特論 I
地球物理 学 特論I
基 礎地球物理 学
地 震 学 演 習
岩 石 磁 気学 実 験
一 般 地 質 学
鉱 物 学
岩 石 学 I
岩 石 学 I
鉱 床 学
地 殻 進 化 学
構 造 地 質 学
日 本 列島 地 質 誌
古 生 物 学
地 質 学 特 論
基 礎 地 質 学
地 質 学 演 習
地 質学巡検 I
地 質学巡検 I I
地質調 査 法 実 習
地 球 化 学
同 位体地 質学
陸 水 化 学
地 熱 化 学
熱 力 学 序 説
溶 液 平 衡 論
地球化学 特 論 I
地球化学 特 論 I I
基 礎 地 球 化学
地 球 化学 演 習
雪 氷 物 理 学
雲 物 理 学
氷 河 学
X 線 結 昌 学
雪 氷学 実 験法
応 用 雪 氷 学
雪 氷学 特 論 I
雪 氷学 特 論II
基 礎 雪 氷 学
論 文 講 読 I
論 文 講 読 II
地 球 科 学 実 験
地 球 科 学巡検
地球物理 学 実 験
地球物理 学 演 習
地 質 学 実 験
鉱 物 学 実 験
水 質分 析 実 験
単 位 数
必修 ｜ 選択
2 
2 
2 
2 
2 
4 
2 
円L
qLqL
つゐ
1iワムH
ワuqム1i1i
関 連選択科 目
幾 何 学 I
複素解 析 学I
原 子物理 学序説
物 性 論 序 説
物 理 実 験 学
物 理 数 学
物 理 数 学 演 習
力 学
力 学 演 習
粒 子 線 回 折
化 学 平 衡 論
無 機 化 学
分 析 化 学
基 礎 物 理 化学
基 礎有 機 化学
基 礎 形 態 学
基 礎 生 理 学
基 礎 細 胞 学
環 境生 物学序説
物理 学 基 礎実 験
化 学 実 験
生 物 学 実 験
単位数
qLnノ副つ山内4q，bq，LqLqLqL円，bqLnLつhqLqbnLnノ“ヮムつ中qLつ白qL
自由選択科 目
他学科 及び他学部の専門教
育科 目 （ 教職科 目 を 除く。）
のう ちから選択す る ものと
する。 ただし， 専攻科 目 の
う ちからも選択す る ことが
でき る 。
ハU
qbqLつん円L円L
つ臼 つム ヮ“ つQ nL 円己 つω 1晶 Fhd
専攻科 目 の選択科 目
のう ちからも選択す
る ことが．で、き る 。
つん つゐ つん つ臼 のL つIH ワω 1ム
。んつωnL円Lワ臼つuqLヮ“
1 
2 
8 
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岩石分析 実 験
雪 氷 学 実 験
雪 氷 学 演 習
地球科学 特 別 講 義
卒 業 ラ百ム聞 文
計
2 
2 
2 
12 
37 
※ 
89 
品u,ーチ 報
計
※印を付 し た 地球科学特 別 講 義の単位数は， 必要に応じて定め る 。
卒業に必要な単位数
第311号
48 
専攻必修37単位 （ 卒業論 文 1 2単位含む。） ， 専攻選択29 単位， 関連選択 8 単位， 自由選択 2 単位，
合計 76単位
砂 富山大学理学部規則の改正理由
授業科 目 及び単位数を整理 し， 教育内容の充実 を図
る ため， 所要事項を改め る 。
争点....＿....＿....＿....＿....＿AA>.A>.AA>...... ... ..t......_,,,,.,...,_f しさ��'Vどとこj
砂 昨年末から改築工事が行われてい る 黒
回 講 堂は， 順調に工事が進み， 現在， ユ
ニー クな 卵形の造形の白を基調とし た外
装の一部も仕上が り ， 足場囲いが外きれ
い よ い よ そ の偉容が現われて完成が待 た
れ ま す。
‘ 学生部・保健管理セン タ ー玄関前 道路
が， 学生の自転車であふれ構内 交通 に 支
障を来 し た ことから， この た び， これが
整備され歩道と車道を区分 し た 立派な道
路となっ た。
平成元年10月1日発行 学 報 第311号
諸 議
AQ一A
平成元年公開講座第7回委員会（ 9 月 1 日 ）
（議 題）
( 1) 平成 元年度富 山 大学公開 講座の受 講 申込状況 及
ぴ対応に ついて
平成元年度第3回附属図書館商議会（ 9 月 5 日 ）
（審議事項）
( 1) 平成元年度図書購入費の選定枠に ついて
平成元年度第3回学寮補導委員会（ 9 月 8 日 ）
（審議事項）
( 1) 負担区分問題に ついて （ 大学の 自治 と の関 連 ）
( 2) 温水ボイラー （ 燃料費） の負担割 合 に ついて
( 3 ) その他
平成元年度第2回大学院委員会（ 9 月 14日 ）
（審議事項）
( 1) 平成 2 年度富 山 大学大学 院 人文科学研究科 （ 修
士課程） 学生 募集要項に ついて
( 2) 平 成 2 年度富 山 大学大学院理学研究科 （ 修士課
程 ） 及び工学研究科 （ 修士課程） 入学試験合格者
の判定に ついて
( 3 ) 平成 2 年度 富 山 大学大学院工学研究科 （ 修士課
程） 推薦入学者の選考に ついて
平成元年度第6回入学試験管理委員会 ・ 第6回入学者
選抜方法研究委員会の合同委員会（ 9 月 19 日 ）
（審議事項）
( 1) 富 山 大学 入学者選抜健康診断判定基 準について
( 2) 平成 2 年度富 山 大学学生 募集要項 （ 推薦入学，
帰国子女， 社会 人 特別選抜 ） （案） に ついて
( 3 ) 平成 3 年 度 入学試験 について
平成元年度第4回補導協議会（ 9月 19 日 ）
（審議事項）
( 1) 文化部会 1号委員 （ 部会長 ） 及び 2号委員 の選
出 に ついて
( 2) 体育部会1号委員 （部会長 ） の選出 について
(3) その他
平成元年度第8回評議会（ 9 月 22日）
（審議事項）
( 1) 平 成 2 年 度 富 山大学学生 募集要項 （ 推薦入学，
帰国子女 ・ 社会 人特 別選抜） に ついて
( 2) 平成元年 9 月卒業者の認定 に ついて
( 3） 学生の除籍について
( 4) 富 山 大学学長選考規則 及び実施細則の運用 上の
問題点等 について
( 5) 富 山 大学 人 文学部規則の一部改正に ついて
(6) 富 山 大学理学部規則の一部改正に ついて
平成元年度第2団体育部会（ 9月 22 日 ）
（議 題）
( 1) 平成元 年 度体育系サー ク ル リ ー ダー研修会に つ
いて
( 2) その他
平成元年度第3回事務協議会（ 9 月 25 日 ）
（議 題）
( 1) 当面す る 諸問題について
平成元年度第3回国際交流委員会（ 9 月 28 日 ）
（議 題）
( 1) 富 山 県留学生等交流推進会議 （ 仮称） に ついて
( 2) ライ オ ン ズ ク ラブからの奨学金支給に 伴う奨学
金受給者の選考 に ついて
( 3 ) その他
第4回情報処理センター運営委員会（ 9 月初 日）
（審議事項）
( 1) 平成元年度予算について
( 2) その他
ヮ“
平成元年10月1日発行 学 報 第311号
学 事
中国への渡航について
天安門事件直後， 6 月 7 日 付けで外務省から渡航自
粛勧告が発出きれ， そ の後， 8 月 18 日 付けで北京市以
外の地域に ついて解除さ れ ま し たが， 残る北京市 に つ
いても 9 月 25 日 付けで渡航自粛が解除され ま し た。
し か し な がら， 中国 （ 特に北京 市 ） への渡航は， 引
続き現地の情 勢に 充分注意きれ， 安全確保について，
細心の配慮を 払われ， 自己の責任 と 判断に よ り 行わ れ
る よ うお願い し ま す。
人 事 異 動
異動区分 発令年月日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 容 任命権者
採 用 平成元. 10. 1 大工原ちなみ 助教授（人文学部） 富山大学長
II 北林 吉弘 教 授（教育学部） 文部大臣
II 立川 健治 助教授（教養部） 富山大学長
平成元. 9. 11 伊藤 克江 事務補佐員（附属図書館） II 
昇 任 平成元. 10. 1 勝山 進 横浜国立大学 経理部長 事務局長 文部大臣
II 米岡 嶺夫 庶務課長 秋田大学 庶務部長 II 
II 中村 義朗 助教授（教育学部） 教 授（教育学部） II 
II j炎川 典子 講 師（ II 助教授（ II 富山大学長
II 岡安 fl.盆 助 手（弘前大学理 学部） 講 師（教育学部） II 
II 和合 肇 講 師（筑波大学社会工学系） 教 授（経済学部） 文部大臣
II 茂垣 広志 II （経済学部） 助教授（経済学部） 富山大学長
,, 谷 本 雅之 II II II II II 
II 中 純夫 II （教養部） II （教養部） II 
II 小松 謙 II II II II II 
配置換 II 佐藤 茂夫 国立中央青年の家 庶務課長 庶務課長 文部大臣
辞 職 平成元. 9. 30 泉 寛清 事務局長 辞職を承認する II 
II i震田 英子 助教授（人文学部） II 富山大学長
II 永井 手口 II （教養部） II II 
II 岡田 薫 事務補佐員（附属図書館） II II 
職務命令 平成元. 10. 1 四ツ島正喜 文部技官（施設課） 施設課電気係電気主任を命ずる II 
II 三浦 伸幸 11 11 施設課機械係機械主任を命ずる II 
司リ句EA
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学 内 諸 報
文部省永年勤続者表彰
退職時の文部省永年勤続者 と し て， 次の方が表 彰さ
れ， 平成元年 9 月 25 日 開）午前 1 1 時30分から学長室 に お
いて， 大井信一学長から伝達されま し た 。
文部省永年 勤続者（退職時 に 勤 続35年以上）
前事務局長 泉 寛清
高等学校長協会と大学との懇談会
平 成元年度高等学校長協会 と 大学 と の懇談会が， 去
る 9 月 21 日 午後 2 時から富 山 大学事務局大会議 室 に お
いて開催されま し た 。
この懇談会は， 入学試験に関し て例年開催 し てい る
もので， 高等学校長協会側からは， 富 山 ・ 石 川両県の
協会長ら24名の出席があ り ， 学長 ・ 各学部長ら と の懇
談が行われま し た 。
学術講演会の開催
ニュ ーヨー ク 州立 大学バッフアロー校氷床コア 研究
所長のラン グウェイ教授が本学 を訪問され たの を機会
に ， 去る 9 月 30 日 仕）， 同教授 に よ る
「極地氷床コア解析から見 た 地球の環境変動」
と 題す る 講演会が理学部 2号館 第 3 講義室に おいて開
催された。
講演の内容 は南極大陸やグ リ ー ン ラ ン ドの氷床のボ
ーリ ン グコアの解析から， 過去の地球の環境変動を推
定 し よ う と いうもので， 地球の気温変動や噴火の記録
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が氷床コアの中に 刻み込まれてい る こ と を， 具体的 な
証拠 を挙げて示された。 学 外からの参加 者 を含め約4 0
名の教官 ・ 学生の方々が出席され た 。 幸い， 理学部地
球科学科助 教授の庄子先生の明快 な通訳のおかげで，
学生諸君に も理解でき る 講演 会 に なった。 氷床コアの
iso;iso比の変動 は， お よ そ l万年余 り 前 に 地球の温
度が急上昇 し た こ と を物語ってお り ， ま た ， 塩化物イ
オ ン ， 硫酸イオ ン ， 硝酸 イオ ン な どの濃度の解析から
は， 大きな環境変動 と く に 大気中の微量成 分の変動が
平成元年10月1日発行 品抗争
50年くらいの聞に起きた と 考えざ る を得ない と いうこ
と で， 地球の温暖化の問題が国際 的 に も大きく取 り 上
報 第311号
げられてい る と きでもあ り ， 出席者一同 大きな感銘を
受けた。
学内レクリエーション
〈ソフトボール大会〉
本学 レ ク リエー ショ ン 委員 会体育部会ソフトボー ル
班主催に よ る 平成元年度部局対抗ソフトボ ー ル大会が
本学グランドで実施されま し た 。 7 ・ 8 ・ 9 月 の昼休
み を利用 し て熱 戦がく り 広げられ， 成績は次の と お り
で し た 。
優勝 工 学部Aチーム
次勝 人 文学部チーム
〈庭球大会〉
また， 同 レ ク リ エーシ ョ ン委員 会体育部会庭球班主
催 に よ る 平 成元年 度硬式 庭球大会が， 去 る 9 月 9 日 仕）
本学硬式庭球場 に お いて実施されま し た 。
本会は， 約70名の参加者 を得て， 団体戦（男子） 及び
個 人戦（ 女子） に よ り 行われ， 成績は次のとお り で し た 。
0団体戦 （ 部局対抗）
優 勝 教養部チーム
次 勝 教育学部チー ム
o個人戦
優 勝 奥田 （教育 ）・野村（ 図 書 ） ペア
シリーズ「富山大学， あの日あの頃」（1助
老生の追憶 その7
1 . 献 詞 私は先ず， そ の全生涯 を一貫 し て， 最
も忠実な る 教師であった ， そ し て今は天上 に 在 る 故長
谷川 亀太郎先生のみ量に ， 一つの感動的な前例に 倣い，
(W・ケンプ ） 神通川 の上空 を旋 回 す る ー羽の鳶 に 託
し て， 先生 に相応 し い， 同 じ学問領域の先輩たちの次
の言葉 を手向ける 。
「教育 史上に， 一等星， 二等星， また三等星の如く
に ， 輝け る 名 を連ね る 人々 に お け る よ り も， 名もなく
世を去って行った 人々の間 に ， 百倍も千倍も教育的資
質や神の祝福 を持て る 人々 を見出す こ と ができ る と ，
主張 し でも， 反対を受け る お そ れはほとんどないであ
ろうり ( G. ケ ルシェ ン シュ タ イナー ・ 教育者の心）
「現代， 無数の児童 と 父母の切 に 求めてい る ものは，
特別 に 頭の よ い教師ではなく， 愛 と 勇気に富んだ青年
教師であ る u （ 前掲）
富 山 大学名誉教授 溝 上 茂 夫
「老人の憂慮、は， ここで， 青年の憧慣 と 完全 に 結 び
っく。 完成された 愛の性格の下 に のみ， 我われは教育
者の理想、の姿 を求め る こ と に な る であろう。 小学校の
救いはカ ン ト に もゲ ーテ に もなし ただペス タ ロッチ
の中に あ る り （ 前掲）
「教育者の弟子たちの誰でも一度は参詣せねばなら
ない殿堂があ る 。 ソ ク ラテス と プラト ン の教育精神の
深い叡知の 下 に ， 我われは舞いもどった よ うであ る 。
理念の富 と 人聞の貧 し さ を痛む感情から， この精神は
力を得 る 。 この精 神は与 え ながら豊かに な る u ( E 
シュプラ ン ガー， 生れながらの教育 者 ）
「私は一視学官 と し て， 田舎の小学校 を視察 し ， そ
こで無名の教 師の一時聞の授業 を参観 し ， そ の巧まな
い 授業から， ベートー ベ ン のアダジ オから受け る 感動
に劣らな い ， 法悦に 浸 る 思いを し た 経験があ る り（G
FhU 3A 
平成元年10月1日発行
ケルシェ ン シ ュ タイナー ， 前掲）
ー砧寺ー
「教育の た めには新 し い発見に助 け を求めず， む し
ろ遠祖たちの持ってい た 謙虚敬虞な， し か し 深い家庭
的英知 と 我らの古代の よ りすぐれ た 教育 時代の畏敬す
べき遺産 に 頼らねばならなし冶 （ ペス タ ロッチ， 1 782
ス イス新聞）
長谷 川 亀太郎先生， これからこそ， そちらの世界で，
思う存分， 「真理の書物に読み耽って下さい。 私も そ
のうちに， そ ちらの世界 に参る で し ょうり
2. 生 涯 あ る 地方新聞の死亡欄
長谷川 亀太郎氏（ はせがわかめた ろう＝芦屋大教授 ）
1 0月 3 0 日 午前 1 1 時 1 2分， 心不全の た め東京都中野区
の立生佼成会付属佼成会病院で死去， 92歳。 教育心理
学専攻。 八尾町出身。 告別 式は 1 日 午後l時から東京
都練馬区上石神井 3 の11の 6の自宅で， 喪主は長男公
雄（きみお ） 氏。
死亡欄めこの簡単な紹介だけで， 92年の生涯 を教育
に捧げた 人物と 永久におさらは‘ と は， あまりにも情な
いこ と であ る 。 これほどの長寿は仁徳 と 無関係 と も言
え まい。 「義 人は死す と も語 る 」 （ 詩篇 ） と あ る が，
普通は， 死者は生者の追憶の言葉 を通じてのみ語りか
け る こ と ができ る 。
長谷 川亀太郎先生。 誕生は明治2 7年 1 1 月 1 0 日 。 牛j設
に 源流 し ， 流れながれて， 神通川 に合流す る 清き渓流
に 沿う坂の町越中八尾・N H K放映の名曲アルバムシ
リーズの中のこの八尾は， そ の景観も歌曲も共に， 東
欧や 北欧の そ れらに比 し ていささかの遜色なし 何回
視聴 し ても， 飽くこ と を知らない魅力を保有す る 傑作
であ る 。 毎年の夏の風の盆の編笠 と 脚月半姿の出で立ち
の踊り と ， 民謡おわら節で全 国的に有名になった ， 細
長い家並み 続き， 坂の町越中八尾。 これが先生が育っ
た 自然的環境であ る 。
3. 選んだ教育の道 富 山 師範， つづいて広島高等
師 範の教育科， この科は本科 と 異り， 全 国からの少数
の篤学の士の集りで， この科の歴史 と 業績も特筆に値
す る 。 入学条件も厳 し し 小学校教員 2年以上の経験
と 或 る 程度の業績に基づいて推薦されねばならなかっ
fこ。
山口 県出身で吉 田松陰全集の著者， 自ら追放 を覚悟
し ていたのに， 戦後の 日 本の初等教育の民主化のた め
に， G H Qの教育担当の司政官， 気骨のカー レ一女史
に， この 人ならでは と 白羽の矢 を立てられて， 逆に初
等教育課長 と し て陣頭に 立 た され， 多年全 国的な活躍
で， そ の任務 を完全に果た し ， 後に北九州教育大学初
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代の名学長 と し て奮斗中， 病いに倒れた 玖村敏雄も同
科の出身。 但し玖村は教育科卒業の後， 私の課程 と 同
じ徳育 専攻科に進学 し た ， 勅令に よ る 文学士ではあ る
が。 本 人以 外に他を語 る よ うではある が， 人聞は文学
ゾウ4γセ／メJンユ
通り関連存在（ Zwischenmensch） である から， 一人位
い は挙げなければ， 所論 も抽象的な死文 と 化す る 。 以
上が長谷川 の自然的環境に対応す る 人的環境の一端で
あ る 。
故 長谷川亀太郎氏
4. 大学教授としての生涯 玖村に 対 し て長谷川 ご
本 人の方は別の道 を辿り， 一時文部省に在職 し た が，
や がて米国 ク ラ ー ク 大学 （ 教育心理学 ） に留学， 続い
て英国 エ デ ィ ン パラ大学 大学院博士課程 （ 心理学 ） に
転じ， ph. D. すなわち哲学博士の学位。 帰国 後昭和 2
年全国最年少の 師範学校長 と し て沖縄 を振り出 し に，
徳島， 長崎， 岡崎， 宮崎， 三重， 最後に郷里， 母校の
富 山 師範 と ， 連 続22年間の師範教育の最後 を見届け，
大学 と なっては初代の教育学部長 と し てその基 礎を確
立。 彼は師範学校 史上， その校長 と し て勤続年数の最
も長い記録の保持者。 預言者郷里に容れられずではな
かっ た が， 定年 を待た ず し て退官。 つfいて早稲田大
学教育学主任教授。 定年後， 東京練馬区上石神井の自
宅から芦屋まで， 新幹 線 と は云いながら， よ くも十幾
年通いつずけ し こ と か。 この芦屋大学は教育学の博士
課程 を持ち， 先生の職名は大学院教授兼理事 と なって
い る 。
新幹 線の座席で毛布 を腰に巻いて居眠り。 通りか ‘
りの車掌さんは顔なじみ。 毛布 を外 し てぐうぐうや っ
てい る と ， 車掌さんは黙ってその毛布 をかけ直 し て通
る 習慣であっ た 。
平成元年10月1日発行 品... テー
この人一度も会議中怒った のを見たこ と がない と い
うささやきを筆者は耳に し た 覚 え があ る 。 それはまこ
と に感ずべきこ と であ る 。 し か し 反面， すべての校長，
学長も似たものであ ろう し ， 特筆す る こ と もあ る まい
が， 現実には容易ではあ る まい。 だが怒 る べき時には
怒 る こ と もできねばな る まい。 それには感情を超え た
信念が必要であ ろう。 そ の可否を私は決 し 難い。
5. おもかげ 殆んど一生， 管理職ばか り で， この
人が学究者であ る と 思う者 はいなかっ た。 し か し 彼は
学究中の学究で、あって， これは主に特筆に値いす る 。
富 山 大学を去って以来幾十年， その死に至 る まで， 著
述もすれば ， 論 文も書き， 大 学論 集 ， 或いは紀要に
執筆， 殆んど一度も怠 り なし そ の都度富 山在住の我
われにまでも， 郵送を怠ったこ と もなかっ た 。 博引傍
証， ビ ー バー， ブーパー（何れも知名な哲学者の名）
等々 と 驚くばか り 。 90歳を越 え ていささかも倦むこ と
を知らない。相済まないこ と に， 余り 目 を通した こ と
がなかっ た が， どうやら霧の よ うに宗教ら し いウ。エー
ルに掩われ， 中にまでi参透 し てい た ようであ る 。 これ
は体系の欠陥ではなく， 逆にそ の優秀性である 。 これ
は広 島のベ ス タロッチ， 即 ち 親骨障の影響 と 見 る 。 彼は
教育学で は福島政雄教授に師事 し た 。 心理学ではい ち
ゲンユタルト
早〈 コ フカの形態心理学を我が国に紹介 し た 久保良英
教授に師 事 し た 。
私が 「先生， なぜ心理学をお選び‘なさった か」 と 質
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ね る と ， そ の答 え は「僕は自然ほど美 し いものはない
と 思ったから， 始め博物学を選んだが， その 後， 更に
美 し いものは 人閉め心 と 気付い た ので， 心理学に転向
し た よ u であっ た。 ここで美 し い と は神秘 と いう意味
であったかも知れない。 先生のお説も肯蕗に値す る が，
人聞の心ほど， 同 時にドロドロ し た ものも無い。 仏教
で罪悪深重 と あ る が， フラ ン ス 辺 り のカトリッ ク作家
のものを読んでご覧なさし、。 いかにお互いに罪悪深重
の身である こ と か。 そ れでも， それ と 気付くならば，
人間， 望み無きに非ず。 人聞がも し 罪悪深重でなかっ
たら， 神も仏 （ 如来 ） もわざわざ来 る （ 来迎） す る 必
要はなかっ た 。 人聞は， 結局， そ の心において闇 と 光，
絶望 と 希望， 夜 と 重のヤ ーヌ ス 的両面性格の存在では
あ る まいか。 この自覚がなければ恩寵は理解できない。
「罪の増す と こ ろに， 恵みもいや増す心 （聖パウロ）
「ぉ、幸いな る 罪な る 哉d （ 聖アウグ ス チヌ ス ）
私は先生が富 山 大学にご在任中も， そ の後もご無沙
汰で， 心が痛む。 私はた と い出身大学 は異っても， 教
育 学の領域の， 前途有望な青年学徒については， 比較
的に よ く知ってい る ので， 「先生は， 早稲 田 で， 立派
な後継者をお 育てになった 」 と ， お慰めの手紙を出 し
た が待っても待っても， 返事がいつもの よ うに直ぐ来
なかった 。 長谷 川 亀太郎先生92歳， 芦屋大学教授， 現
職 のま冶捜す。 先生の追憶述べて尽きず。 1988年 3 月
10 日
月i
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渡航の種 類 所 属 職
教育学部 助教授
経済学部 II 
理 学 部 教 授
外 国 出張 工学部 II 
JI 助教授
II II 
人文学部 教 授
理 学 部 II 
工 学 部 II 
海 外研修旅行
教 養 部 II 
II 
II 
学生部長
II 助 教授
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海 外 渡 航 者
氏 名 渡 航 先 国
丹羽 洋介 イ タ リア
新里 泰孝 連合 王 国
イ タ リ ア松浦 郁也 オ ラ ン ダ
連合 王 国
杉本 益規 ドイツ連邦共和 国
ス ペイ ン
上羽 ヲL ボルトカ、、ルス ペイ ン
オ ラ ン ダ， ドイツ
連邦共和 国， オ ー
古川｜ 和男 ス ト リ ア， ス イス ，
イ タ リ ア， フラ ン
ス
秋 山 進午 中華人民共和 国
堀越 叡 大韓民国
中谷 秀夫 ドイツ連邦共和国
マレ ー シ ア，
藤井 昭二 イ ン ドネ シ ア共和
国
瀧��事 弘 ドイツ連邦共和 国
石 川 義和 アメ リカ合 衆 国
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目 的 期 間
イタ リ アに おける伝統的モザ 元. 9 . 18  
イ ク 技法の研究 元. 10. 5 
元. 9 .  2 0  
景気循環の基 礎理論 の研究
2 . 7 . 1 9  
第 1 回世界 会議「選択酸化反 元. 9 . 15  
応に 対す る新開 発」に 出 席及
び研究打合せ 7G 1 0. 6 
第 5 回造粒に 関す る 国 際 シ ン 元 . 9 . 18  
ポ ジ ウム に 出席及び討論 ， 研
究資料収集 元. 1 0. 2 
「表 面上の小さ な 分子の構造 元. 9 . 15  と 反応性」に 関す る 国 際 研究
集 会 に 出席及び討論 研 究資料 元. 9 . 27 収集
ゼーマン レ ーザー に よ る高精 元. 9 . 25 
密 3 次元測長器に 関 す る 研究
及び資料収集 元. 1 1 .  24 
遼寧省博物館40周年 記念展見 元. 9 . 5 
学 及び 国 際 学術交流会出席 元. 9. 1 1  
朝鮮半島南部 及 び沃 川帯のテ 元. 9 . 22 
ク トニ ク ス に 関 す る 研究会に
出席 及 び地質調査 元 . 1 0. 1 2  
第 4 回I VI族化合物に 関す 元. 9 . 16 
る 国 際 会議に 出席 元. 9 . 24  
東南ア ジ アの海外線の進化 ・ 元. 9 . 2 
管理・探査討論会出 席及び地
質調査の た め 元. 9 . 2 5  
カロッサ シ ン ポジ ウム参加 及 元. 9 . 3 0  
ぴ資料調査 元. 1 0. 1 0  
「強い相関のあ る 電子系の物 元. 9 . 5 
理に 関 す る 国 際 会議」で研究
発表 及び資料 収集 元. 9 .  1 8  
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職 員 消 息
〈新任 者住所〉 教 養 部
事 務 局
事 務 局 長 勝 山 進
助 教 授 立 川 健 治
（ 歴 史学 ）
庶 務 課 長 佐 藤 茂 夫
事務補佐員 串 田 小百合
（ 教務係 ）
人文学部
助 教 授 大工原 ち な み
（ ア メ リ カ文学）
江克藤伊員
）
館佐
係
書補
覧
国務
閲
属
事
（
附
教育学部
教 授 北 林 吉 弘
（ 歴 史学 ）
〈住所変更〉
教育学部
講 師 荻 原
（ 英語学 ）
i羊
安岡r n u v
、 － h ’ s ， ， F
自
び
学
及学何数
議
問明 隆
経済学部
会 計 係 長 湊 馨
経済学部
教 授 和 合
（ 政策科学 ）
肇 工 学 部
助 手 桑 原 道 夫
（物性デバ イ ス工学）
Qd 市ム
平成元年10月1日 発行
〈住所表示変更〉
事務局 ・ 学生部
技能補佐買 高 城 政 信
（ 機械係 ）
保 健 係 長 瀬 川 慶 之
品ザ凶ー 報 第311号
附属 中 学校
副
英
校三ロ五口
長 稲 垣 実
（ ）  
工 学 部
文
（
部
経
事
理
務
係
官
） 尾
崎 美 幸
主 要 行 事
22 日 第 8 回評議会
本
部
｜ 第 7 回 部局 長 懇談会
第 2 団体育部会
9 月 1 日 第 7 回 公 開 講座委 員 会 25 日 文部省永年勤続者表彰
4 ～  公開講座 （ 外 国 で見 た こ と 考 え た こ と （ そ 永年勤続退職者 と の 懇談会
1 0 月 17 日 の 2 ) ) 第 3 回事務協議会
4 日 第32 回北陸五大学施設担当 者協議会 25～ 第40 回 文部省会計事務特別研修 （ 於 ： 国 立
（ 於 ： 富 山 大学 ） 1 0 月 1 3 日 オ リ ン ピ ッ ク 記念青少年総合セ ン タ ー ）
5 B 任 用 関係事務処理状況調査 （ 文部 省 ） 26 日 国 立大学協会 第 6 常置委員 会
6 日 行政監察 （ 情報化施策に 関す る 地方 監 察 ） 第 3 回 会計係長会議
7 日 部課長会議 26～ 29 日 北陸地 区 国 立学校 等 監督者研修 （ 於 ： 辰 口
7 ～ 公 開 講座 （ 情報社会の い ま ） 共 同研修セ ン タ ー ）
1 0 月 26 日 28 日 第 3 回 国 際交 流委員 会
8 日 第 3 回学寮補導委員 会 第 3 回 国 際交流委員 会 留 学生部会
富 山 県 留 学生交流推進会議に 係 る 実務担当 28～ 29 日 第 25 回41 国立 大学経理部長会議
者の打合せ （ 於 ： 岐阜大学 ）
1 2 ～ 1 3 日 平成元年度 長期 給付実務研修 会
（ 於 ： K K R 加 賀 ）
14 日 第 2 回大学院委 員 会 人 文 品’チ凶
18 日 部課長会議
富 山 消 防 署 に よ る 消 防査察 9 月 1 日 授業時間割 担 当 者会議
第 3 回学 園 ニ ュ ー ス 編集委員 会 学部教務委員 会
18～ 22 日 第 26 回 東 海 ・ 北陸地区国 立学校等会計事務 2 ～ 3 日 真率会 レ ク リ エ ー シ ョ ン （ 越後湯沢温泉）
研修 （ 於 ： 岡崎国立共同研究機構 ） 6 日 教授会
19 日 第 6 回 入学 試験管理委 員 会 ・ 第 6 回 入学者 人事教授会
選抜方法研究委員 会 の 合 同 委 員 会 人文科学研究科委員 会
第 4 囲 補 導協議会 人文学部 し お り 編集 委 員 会
19� 22 日 東海 ・ 北陸地区 国立学校等係長研修 7 日 事務連絡会
（ 於 ： 名 古 屋大学 ） 1 2 日 学部防火 管理定期査察
2 1 日 文部省共済組合監査 13 日 学部 入学者選抜方法検討委員 会
高 等学校長協会 と 大学 と の 懇談会 学部教務 委 員 会
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14 目 前学期授業終了
18 日 消 防 署 立 入 り 検査
19 日 係長会議
20 日 内 線電話機等点検
教授会
人事教授会
人文科学研究科委員 会
26 日 セ ン タ ー構想小委 員 会
29 日 9 月 卒業証書授与式
品拍手
9 月 1 日 附属小学校第 2 学期始業式
附属養護学校 第 2 学期始業式
附属幼稚園 第 2 学期始業式
1 . 2 ・ 4 日
教 員 養成実地指導 （ 事前指導 ）
4 日 教育学部教育実習 運営協議会
4 ～ 6 日 平成元年度教員 養成学部学生合宿研修 （ 秋
季 ） （ 於 ： 国 立 立 山 少年 自 然 の 家 ）
7 日 学部補導委員 会
学部教務 ・ 補 導合同 委員 会
学部教務委員 会
人事教授会
8 日 学部 入学者選抜方法検討委員 会
1 1 日 学部予算委員 会
1 3 日 学部教務 ・ 補導合同委員 会
学部教務委員 会
学部補導委 員 会
教授会
20 日 人事教授会
27～ 28 日 全 国 国立大学附属学校連盟 副校 園 長 会研究
会並びに 日 本教育大学協会附属学校連絡協
議会副校 園 長 会分科会 （ 於 ： 札幌市 ）
29 日 国 立大学 ・ 学部附属学校管理運営等協議会
（ 於 ： 札幌市 ）
2 9 ～ 30 日 平成元年度 日 本教育大学協会北陸地区会保
健体育科部門 研究協議会 （於 ； 金沢大学）
経 済 学 部
9 月 1 日 授業再開
報 第31 1号
6 日 学部教務委員 会
学部 入学方法検討委員 会
教授会
7 日 前学期授業終了
夜 間 主 コ ー ス 運営委員 会
1 2 日 助 手 室業務運営委員 会
係長会議
1 3 日 防 火対策委 員 会
14 日 係長会議
18 日 富 山 消防署の 立 入検査
係長会議
19 日 コ ン ビ ュ ー タ 管理運営委員 会
20 日 日 本海経済研究所運営委 員 会
学部図書委 員 会 （ 持 ち 回 り ）
22 日 学部施設整備委員 会 （ 持 ち 回 り ）
25 日 係長会議
27 日 学部教務委員会
人 事教授会
教授会
理 学 部
9 月 1 日 学部将来計画 委 員 会
2 ～ 3 日 真率会 レ ク リ エ ー シ ョ ン （ 越後湯 沢温泉）
5 日 学部入試改善委員 会
6 日 学部教務 委 員 会
7 日 事務連絡会
1 1 ～ 12 日 大学院理学研究科 （ 修士課程 ） 入学者選抜
試験
1 2 日 学部防 火 管理定期査察
1 3 日 教授会
理学研究科委 員 会
人 事教授会
14 日 大学院理学研究科 （ 修士課程 ） 合格者 発表
前学期授業終了
18 日 消 防署 立 入 り 検査
1 9 日 係長会議
29 日 学部将来計画委員 会
30 日 学術講演会
可iつ山
平成元年10月 l 日 発行
学
報 第311号
エ
学
ト リ チウム科学センター
9 月 1 日 学部将来計画委員 会 9 月 6 日 富 山行政監察事務所に よ る デー タ ベー ス に
5 日 学科主任会議 関 す る 行政監察
5 ～ 6 日 大学院工学研究科 入学試験 18 日 富 山 消 防署査察
7 日 学部図書委員 会 27 日 放射性同位元素等に よ る 放射線障害 の 防 止
機種選定委員会 に 関す る 法律に 基づ く 定期検査
8 日 学部入学試験検討 委 員 会
工場運営委員 会
｜ 地域共同研究セ ン タ ー ｜1 1 日 学部教務委員 会
13 日 教授会
専任教授会 9 月 2 日 鹿 児 島 大学関係者視察
大学院工学研究科委員 会 6 日 日 本学術会議学術部関係者視察
18 日 富 山 消 防 署 立 入検査 1 3 日 経営者研究者交流会実行委員 会
機種選定委 員 会 （ 於 ： 富 山 技術開発財 団 ）
20 臼 機種選定委 員 会 22 日 第 3 回 経営者研究者交流会 （ 於 ： 工学部 ）
教 養
9 月 5 日 教務委員 会
6 日 予算委 員 会
人事教授会
教授会
9 ～ 10 日 親和会 レ ク リ エ ー シ ョ ン （ 弥彦， 湯 田 上温
泉 ）
14 日 前学期授業終了
18 日 富 山 消 防署 立 入検査
｜ 附 属 図 書 館 ｜
9 月 1 ～ 平成元年 度 第 1 回 総合 目 録デー タ ベー ス 実
28 日 務研修 （ 於 ： 学術情報セ ン タ ー ）
5 日 平成元年度第 3 回 附属 図 書館商議会係長事
務 打合せ会
18 日 消 防署査察
書香 （ No.14 ） 第 2 固編集委員 会
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富山市住吉町 1 丁 目 5-18
電 話 （24 ) 1 7 5 5 附
qL ワ臼
